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ＳＰＯＤフォーラム２０２１ 実施要項 

（趣旨） 

「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（ネットワーク略称：ＳＰＯＤ）の企画として、 

ＳＰＯＤの実施する研修プログラム等を集中的に提供する。 

（主催） 

四国地区大学教職員能力開発ネットワーク／高知大学 

（日時・開催方法） 

日 時：２０２１年８月２５日（水）～８月２７日（金） 

開催方法： 

※ 研修はＺｏｏｍによる同期型オンライン研修を中心として、必要があれば非同期型研修も行う。 

※ 研修プログラムは例年よりも縮小する。（別紙参照）

※ ポスターセッションは開催し、時刻を定めてプレゼンテーションをオンライン（同期型）で行う。

※ 情報交換会は実施しない。

（全体テーマ） 

Ｎｅｗ Ｎｏｒｍａｌの大学教育を考える 

（シンポジウムテーマ） 

コロナ後の世界／大学教育はどう変わっていくか？ 

※ Ｚｏｏｍによるオンライン開催

（参加対象者）

１．「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」加盟校の教職員

２．１．以外で、大学及び高等専門学校に所属している方並びに高等教育行政に携わっている方 
※ＳＰＯＤ加盟校の参加者を優先する。

※民間企業に勤務している方の参加はお断りする。

（内容） 

あらゆる立場の教職員が、その場でスキルアップにつながるような実践的なプログラムを提供する。 

（研修料） 

１．「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」加盟校の教職員：無料 

２．１．以外で、大学及び高等専門学校に所属している方並びに高等教育行政に携わっている方： 

１０，０００円 

（事務担当） 

高知大学学務部学務課 

ＳＰＯＤ事務局（愛媛大学教育学生支援部教育企画課） 

５ １
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ＳＰＯＤフォーラム２０２１オンライン開催にあたっての検討事項 

【オンライン開催の理由】 

 新型コロナウイルス感染症の動向が不透明であるため、例年どおりのＳＰＯＤフォーラムの対面での開催は、

現段階では想定しにくい。 

 今後、こうした事態も想定されることから、２０２１年度のＳＰＯＤフォーラムは、全面オンライン開催

とし、参加教職員がオンライン研修の環境やその受講を経験することを目標のひとつに掲げたい。 

１． 同期型オンライン研修の実施方法について 

① 研修を円滑に実施するため、トラフィックをできるだけ分散し、Ｚｏｏｍのオペレーションは、各コア校

が分担して行う。

② 研修時間は、従来通り１コマ最大１２０分とし、９０分で終了することもできることとする。

③ 研修講師は、自宅、勤務校などで研修を実施するが、職員が講師を務める際には、コア校で研修スタジオ

を確保するなどの対応を行う。

④ 研修と研修の間隔は３０分とする。

⑤ 第３日目（最終日）は、【１５：００～１７：００】の１コマ分、計４コマを追加し、３日間で合計

３２コマの同期型研修を用意する。

⑥ Ｚｏｏｍのライセンスは事務局が取得する。

⑦ 非同期型研修については、ＹｏｕＴｕｂｅの限定公開を利用する。

２． 研修の受講方法、特に職員の受講について 

① 職員の受講については、受講場所を勤務校で確保することを原則とする。

② 教員の受講については、自宅、研究室などでの受講を原則とする。

３． シンポジウム、ポスターセッション、非同期型研修の実施方法について 

① シンポジウムはＺｏｏｍのウェビナーによって実施する。

② ポスターセッションは、発表者が作成した動画を、ＹｏｕＴｕｂｅ（限定公開）にアップし、これを

ＳＰＯＤフォーラム２０２１参加者が視聴できるようにする。表彰は行わない。

③ 非同期型研修は、講師が作成した動画を、ＹｏｕＴｕｂｅ（限定公開）にアップし、これを研修申込者

が視聴する。

※ 高知大学では、特に職員のＺｏｏｍの利用について制限があるため、内部調整を行っている。
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SPOD フォーラム 2021 における Zoom の取扱について

【講師を担当される⽅への周知事項（案）】
・Zoom は担当校が講習毎にミーティング設定し、講義開始 10 分前に開放、終了 5 分後に
閉鎖します。終了時間は厳守するようお願いします。
・講習は 120 分としてください。開始、終了時には担当校からアナウンス（連絡事項、講師
のご紹介）をします。
・講習内容、⽅法により受講定員を設定してください（最⼤ 100 名）。
・出⽋は取りませんが、受講者数は担当校が確認します。
・直前にキャンセル者が出ることも⼗分想定されます。その点を考慮したプログラム構成や
定員設定をお願いします。
・担当校が、講習を Zoom のレコーディング機能により録画し、⼀部スクリーンショット撮
影をおこないます。
・ネットワーク回線の不具合等により、講習の⼀部または全部が配信できなかった場合は、
講習を録画もしくは⾮同期での動画を別にご準備いただき、受講者への提供をお願いする
ことがあります。
・受講者への資料は、事前に事務局がデータで送付します。紙媒体での配布はできかねます。 
なお、作成にあたっては、著作権に⼗分ご配慮ください。場合によっては、事務局から修正
を依頼することもあります。
・残念ながら、事前申込者以外の⽅が受講してしまう可能性もありますので、ご配慮の上差
し⽀えない資料作成をお願いします。
・Zoom のメインホストは担当校事務が担当し、講師の⽅を共同ホストに設定します。その
ため、ブレイクアウトセッションの設定、起動等は担当校事務（メインホスト）がおこない
ます。
・ブレイクアウトセッションのグループ分けは、⾃動振り分けとします。２回⽬以降は同じ
グループにできますが、受講者が⼊退室した場合は、リセットされることもあります。
・当⽇のスムーズな進⾏のため、ブレイクアウトセッションの回数や設定時間については、
事前に担当校へご連絡ください。やむを得ず当⽇講習内で変更される場合は、Zoom を介し
て⼝頭で担当校（メインホスト）にお伝えください。
・ブレイクアウトセッションは開始時に時間設定をしますので、セッション途中での時間変
更はできかねます。
・投票機能を使う場合は、担当校による事前の設問登録が必要です。開催 1 週間前までに、
担当校にご連絡ください。
・ネットワーク回線が不安定な場合は、講師や受講者にカメラオフにするよう依頼する場合
がありますので、ご了承ください。
・その他、上記⽅針以外の運⽤や上記以外の機能を使いたい場合、必ず担当校と事前相談を
してください。なお、ご希望に添えない場合にはご容赦ください。（担当校は相談内容につ
いて、事務局にご報告ください。）

事務局：SPOD 事務局（愛媛⼤学）
担当校：当⽇メインホストを担当する⼤学

４
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参加費
無料

令和2年度 全学ＦＤ推進プログラム令和2年度 全学ＦＤ推進プログラム
主 催　徳島大学FD委員会　四国地区大学教職員能力開発ネットワーク

第16回 大学教育カンファレンスin徳島

お問い合わせ・連絡先

徳島大学学務部教育支援課教育企画室内

い合お問い合

学大学大学大学大学大学大学大学大学学学学大学学学大学大学学大学学大学大学学学学学大学大学学学大学学学大学大学学学学学務学務学務学務学学学務学務学学務学学学学学務学務学学学務学学学学学学学学学学学島島徳島徳島島島島徳島徳島島徳島島島島徳島島島島島島島島島島徳島島徳島徳島島徳島島島島徳島徳島島島大大大大学大大大学大学大学大大大大大学大大大学大学大大大学大大大大大大学大学大大大学大大大大大大大大大 援援援援援援援援援課援課援課援課課援課援課課援課援課課課課教育教育教育教育教育教育教教教育教育教教教教教教教教育教育教教育教育教育教教育教教教育教育教育教育教育教育援援援援援援援学務学務学務学務学務学務学務学務学務務学務務学務学学務学務学務務務学務学務学務務務務部部部部部部部部部部部部務務務務務務務務務務務務 育育教育教育教育育育育育育育育育育育育教育育育育育育育育育育育育育育育企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企育育育育育育育育企企企企企企企企画企画企画企画企企企企企企企企企画企画企企企企画企企企企画企画企画企画企企企画企企企画企企徳徳島徳島徳島徳島徳徳島徳島徳島徳徳徳島島島徳島徳島徳徳島徳徳徳島徳島徳島徳徳徳島徳徳徳島徳島島 務務務務務務務務部教部教部教部教部教部教部部教部教部教部教部教教部教部部教部部 育支育支育支育支育支育支育支育育支支育支育支育支育支支育支支育支援援援援援援援援援務務務務務務 教教教部教部教部教部教部部教教部教教教教教教教部教部教部教教教教教教教部教部教教教育支育育支育支育育育支育支育支育支育支育支育支支育支支育支育支育支育支育支育支育支育支育育支育支育支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援援
大学教育カンファレンスin徳島事務局

E-mail:kykikakuk@tokushima-u.ac.jp

合

画画画画画
務務務務

TEL
aaaaaaccccccccccaaac.cc.c.cc.c.c.c.cc.ccccc.c jjjjjjjjjpjjpjpjpjpjpjpjjpjppjpjpjpjpjpjpjpjpp

合わ

画画画画画画画
務務

合わ

室内室内内室内内内内内内内内室内内内室内室内室内内内内内内室内室内内室内内内内室内内内室内室内室内室室内室室室室内室室室室室内内内内内内室内室内室内室室内内室室内室内室内室内内室内内室室室室室室室室室室画画画画画画画画画画画
務局務局務局務局務局務務局務局務局務局務局局務務 〒770-8502 徳島市南常三島町1丁目1番地 

15：45～17：45

特別講演

福岡女子大学
国際文理学部准教授和栗 百恵先生

「ふりかえり」再考
～何のために「ふりかえり」ますか

昨今、大学教育における学びの
機会の拡大に伴い、「ふりかえ
り」の機会も多くなりました。そう
した大学における「ふりかえり」
についてマンネリ感やふりかえり
疲れを抱えていませんか。
変化の激しい社会における生き
方を培う「ふりかえり」について、概念や理論、効果的
なデザインの紹介や、皆さんご自身の「ふりかえり」実
践の課題感の共有を通して、より良い実践に繋がるヒ
ントを得て頂ければと思います。

8件／14：15～15：35口頭発表A・B

主要プログラム 午 前

午 後

口頭発表A・B・C

ワークショップ

9：00～9：10開 会 挨 拶

研究発表
7件／  9：15～10：15

2件／10：30～12：00

ポスター発表 14件／13：00～14：00

A オンライン・グラフィック・ファシリテーション

B オンラインでインプロを体験してみよう！
　    －演劇的知を教育実践に－

午前

1月8日 ㈮令
和
3
年

主要プログラム 午主要プログラム 午

和和
33333
年年年

9：00～17：45
（8：30受付開始） 新型コロナウイルス感染拡大の現状を考慮し、第16回大学教育カン

ファレンスin徳島はZoomを用いたオンライン開催となりました。

参加
無料

第1し、状を考現染拡大の現ナウ ルイルイルス ししし 第、ナナナ 大ルルルスス 拡大 をのののの 状ロロ スス感ウウイイイ 拡拡大大大の大の大大ナナナナ 状状ナウナウ 拡大大染拡染 のの を考状をを 慮慮慮拡 状 666 カン大学教育カ大大 育カンン回回大大 カカン教教教教学ココココ新新新新型型新型新型型コココロロロロナナナナウウウイイウイルイルイルルイルススルススス感感ス感染感感感染染染拡染拡染拡染拡大大大拡拡大大大のの大の大のののの現状現状現状現状現状現状をを状状状ををを考考考考考考考を考を考慮慮慮考考考考考慮慮慮慮慮慮慮慮ししし、第第第111666666回大回大回大大回大回大学大大学学学学教教学教学教教教教教育育育カ育育カ育カン
ン開インラインラオオオンたオmを用いooin徳島はススンス を たオoooス ZZZはZンン いたたは イイをoo をを いたたたたオ徳 オは 催 りましたりなりましした。たととなな ま たなとと たたししたりとななレンレンファフ レファファレンレンスンススinn徳徳島島はZはZoZoooomをmをを用いいたオたオンンライラインン開催開催と催となとなりましたした。

オンライン（Zoom）
カンファレンスに関する詳しい情報はコチラ
URL（https://uss.ait.tokushima-u.ac.jp/?id=UC5CPVZz）

オンライン（Zoom）
カンファレンスに関する詳しい情報はコチラ

▶

URL（https://uss.ait.tokushima-u.ac.jp/?id=UC5CPVZz）

インララライランオンオンンオ
会 場

以下のURLまたは二次元バーコードからお申し込みください。
https://uss.ait.tokushima-u.ac.jp/?id=8XwF4mMb
※メールアドレスはお間違いのないようご注意ください。また、携帯電話のアドレスは事務局からの
案内メールが届かない場合がありますので、パソコンのメールアドレスをご登録ください。

注意事項
・参加申込フォームにおける登録完了後、ご登録いただいたメールアドレス宛には、自動返信のメー
ルは届きませんのでご注意ください。
・オンライン開催の為のパスワード等の情報については、令和3年1月4日（月）にご案内予定です。
・1月4日（月）正午以降のお申し込みについては事務局へお問い合わせください。

参 加 申 込 申込締切

令和3年1月4日（月）

正午
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令和2年度 徳島大学全学FD推進プログラム
「第16回 大学教育カンファレンス in 徳島」プログラム

9：00～9：10　開会挨拶

司会 ： 吉田　博  

会期：令和3年1月8日（金）　会場：オンライン（Zoom）

■オンライン・グラフィック・ファシリテーション

ワ ー ク ショップ A

■オンラインでインプロを体験してみよう！
　－演劇的知を教育実践に－

ワ ー ク ショップ B

9：15

10：15

10：30

12：00

特 別 講 演

演題： 「ふりかえり」再考～何のために「ふりかえり」ますか
講師： 和栗　百恵先生 （福岡女子大学  国際文理学部  准教授）

13：00

14：00

14：15

15：35

15：45

17：45

①コロナ禍における理学教育の高大接続事業

②徳島大学生のオンライン授業に関する意識と今後への提言

③就業体験が就職後の初期キャリア獲得度に及ぼす
効果の検討

①COVID-19下のハイブリッド授業
―SDGsを導入した Active Learning の実証研究―

②コロナ禍におけるクラス担任による学生支援の実態

③公衆衛生看護学のオンライン授業の展開におけ
る可能性と課題

口 頭 発 表 A 口 頭 発 表 B

①看護大学生の口腔ケアについての認識・自己管理行動および臨地実習での体験―2020年度調査

口 頭 発 表 C

ポ ス タ ー 発 表

①中学生へのオンラインデザイン思考教育の取り組みと効果

②歯科補綴学授業におけるアクティブラーニングの学修効果
―オンライン授業とTBL授業の比較―

③歯科補綴学実習における新型コロナウイルス感染症
対策について

④COVID-19が技術指導に及ぼした影響とその効果

⑤大学在学中の積極的な活動が就職後のキャリア発達
に及ぼす影響

⑥AI/IoT基礎力養成
―課題解決・アイデア創出に繋がる教材開発―

⑦徳島大学における初年次教育「SIH道場」の取組とその成果

⑧徳島大学イノベーションプラザにおける技術・運営
マネージャー育成法の検討

⑩イノベーション教育のオンラインにおける影響について

⑫Culture-oriented language teaching:
A new experience with online classroom
異文化理解の語学教育
～遠隔授業での体験

⑪社会で即戦力として活躍できる技術者育成方法の提唱

⑭manabaを活用した初年次情報教育の実践

⑬VR動画撮影を用いた日本語・日本文化授業の実践報告

⑨高大連携事業「高校生の大学研究室への体験入学型
学習プログラム」実施報告

口 頭 発 表 B
④ミニレポート相互閲覧を用いたオンデマンド型
　アクティブラーニングの試行
⑤オンライン海外留学の実施と効果の検証
～BEVIおよび事後アンケートによる分析～

⑥オンラインPBLチュートリアルの実施報告
　ならびにその効果と課題

⑦コロナ時代におけるZOOMによる遠隔授業のあり方
　－1年生必修キャリアプラン入門を事例として－

④徳島県と徳島大学の合同進学セミナー in Zoom
の実施と今後の展望 －対面開催との比較を通して－

⑥正課外の英語学習支援プログラムに対する学生提案の実現
～徳島大学語学マイレージプログラムに関するワークショップの企画を通して～

⑤大学生の主体的な学びへのメタ認知の影響についての検討

⑦学生による授業評価とそれを用いた授業改善の課題
－顧客ロイヤルティ指標応用授業評価の可能性－

口 頭 発 表 A
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の組織と運営』（玉川大学出版部）を課題図書とした。事前

学習によって研修当日の知識提供の時間を減少して、課題

発見や課題解決等の学習者の活動の時間を確保している。

また、研修終了後には、研修における学習を振り返り、業務へ

の活用を促すために、研修報告書の提出を課している。

参加者の反響は、毎回のアンケートと研修報告書から一

定程度把握することができる。アンケートにおいて、「研修

で得た知識やスキルは自組織の改善に役立つと思う」「新た

に人的つながりを作ることができた」「研修内容は満足でき

るものだった」といった項目に対しては、ほぼ全ての参加者

が肯定的な評価をしている。

アンケートの自由記述や研修報告書を通しても参加者の

肯定的な意見が読み取れる。「高等教育機関で働く管理職

としての自覚と責任を改めて感じる貴重な機会となった」と

いった意見は多く見られる。また、「教務に関する戦略策定

では、ある程度の説明はできるが、同じ事項であっても、財務

や人事からのアプローチはそれぞれ異なり、多様な意見を多

面的に得ることができた」といった多様な視点で考える重要

性を指摘する意見もある。さらに、「何よりも他の参加者と

ネットワークを築けたことが一番の収穫と考えている」といっ

た他の参加者とのつながりの効果を指摘する意見もある。

今年度のミドルマネジメント研修は、コロナ禍により参加

者が対面で研修を実施することが難しいため、ZOOMを活

用してオンラインで実施した。

結果から先に述べると、これまでの対面での研修におけ

る学習の大部分はオンライン研修でも可能であることが分

かった。ＺＯＯＭを初めて使用する参加者もいたが、オリエ

ンテーションで利用方法を身につける時間をとることで、大

きな問題なく研修を進めることができた。

オンライン研修ならではの学習活動も取り入れられた。

参加者全員が同時にチャットに書き込む活動は、様々な視点

で検討すべき課題の際に役立った。また、匿名で参加者の

意見の違いをすぐに共有できる投票機能、研修中での参加

者によるチャットでの質問、講師による追加の資料のファイ

ル送付等もオンライン研修の利点であった。

一方で、オンライン研修の持つ課題も明確になった。それ

は、他の参加者とのつながりが対面型の研修のように十分

にできなかったことである。対面型の研修であれば、初対面

での名刺交換、休み時間における雑談、食事や情報交換会を

通した交流等が含まれるが、オンライン上でそれらに代替す

る機会を作りだす工夫が求められる。

最後に、ミドルマネジメント層の育成における課題を指

摘したい。まず、大学のミドルマネジメント層の役割の変

化への対応である。ミドルマネジメント層の役割は、学長

のリーダーシップの強化等の運営体制の変化だけでなく、

業務のＩＴ化や組織のフラット化等にも影響を受ける。例

えば、現在では学長等の方針は、学内のメーリングリスト等

でミドルマネジメント層を経由せずに現場の教職員に伝え

ることができる。そのような環境の変化に対応したミドル

マネジメント層の役割を明確にしていく必要があろう。

次に、ミドルマネジメント層の育成が大学の管理に関わる

全ての課題を解決する万能薬ではなく、育成は問題解決の

ための一つの方法と考えるべきである。組織体制、業務内

容、配置、評価等の問題として捉えた方が良い場合もある。

また、育成が求められたとしても、特定のプロジェクトを任

せるといったOJTの方が適している可能性もある。研修を

実施するなら、研修でこそ効果的に身につけることのできる

成果を考慮して設計することが求められるであろう。

大学運営の高度化に向けて、課長等のミドルマネジメン

トを担う職員の役割は重要である。このようなミドルマネ

ジメント層の育成の一つとして、大学間で連携して研修を

実施するという方法がある。中小規模の大学が多い四国

地区では単独の大学による研修の実施が難しいこともあ

り、国公私立の設置形態を超えた34の高等教育機関から構

成されるSPOD（正式名は、四国地区大学教職員能力開発

ネットワーク）によって、ミドルマネジメント層の研修の機

会を提供している。

本稿では、SPODにおけるSD専門部会長及び研修講師

の一人の立場から、SPODにおけるミドルマネジメント研

修を紹介し、ミドルマネジメント層の職員の育成のあり方

について論点と課題を提供したい。

SPODでは、ミドルマネジメント層が受講できる幅広い研修

が提供されている。とりわけ、課長及び課長補佐相当級の職

員を対象とするミドルマネジメント研修がある。ミドルマネ

ジメント研修の正式名は、「大学人・社会人としての基礎力

養成プログラム（レベルⅢ）」であり、キャリア段階別研修とし

て新任職員研修から４段階目に位置づくものである。2010

年から年1回実施している。

ミドルマネジメント研修は3日間にわたって実施される。

研修の目的は、「大学の管理職としての役割を理解し、組織

の課題解決に向けた知識や実践方法を習得することができ

る」と設定されている。研修内容は、「戦略策定と組織運営」

「メンタルヘルス・ラインケア実践」「人材マネジメント」「危機

管理特論」の4科目から構成される。それぞれの科目には、3

時間から6時間の比較的長い時間が割り当てられている。

研修の講師は、実践面と理論面から参加者が学習でき

るように管理職経験者及び教員が担当している。主に

SPOD加盟機関の教職員が担うが、外部講師を招聘する

場合もある。

参加対象者は国公私立の課長及び課長補佐相当級の職

員であり、毎年20名程度集まる。そのため、参加者にとっ

ては、自分と同じ立場にある他機関の職員と交流する機会

にもなる。

SPODのミドルマネジメント研修は参加型研修であるこ

とに特徴がある。どの科目においても参加者が個人やグ

ループで考える課題が組み込まれている。これはSPOD

の研修全体の特徴でもあるが、特にミドルマネジメント研

修では、複雑な事象を概念化して本質を把握するコンセプ

チュアルスキルが求められたり、例外的な事例に対する適

切な処理が求められたりする課題を参加者が考える時間

が多くとられている。具体的には、各大学の戦略を類型に

当てはめてみて吟味する課題、学内における合意形成の方

法を類型化する課題、特定の人材育成の場面での課長とし

ての判断が求められる課題、危機管理のシミュレーション

をグループで体験する課題等がある。それらの課題に取

り組む中で、個々の参加者の過去の経験やその経験を通し

て培った持論が活用され共有される。

研修での学習を深めるために、参加者には事前学習を課

している。事前に送付する資料に対して考えをまとめてお

く学習等がある。今年度の研修では、『大学SD講座1 大学

特集 大学経営を支えるミドルマネジメント

愛媛大学教育・学生支援機構　教授

中井俊樹

34の高等教育機関が参加するSPOD

課長及び課長補佐相当級の職員が対象

思考や持論を刺激する参加型研修

肯定的な参加者の評価

オンライン研修の成果と課題

ミドルマネジメント層の育成に向けた課題

大学間連携によるミドルマネジメントを担う
職員の研修

Contribution 2 寄稿 ＜大学間連携による育成＞

SPOD（四国地区大学教職員能力開発ネットワーク） 昨年までの対面型の研修の様子

オンライン研修の映像
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